
ポリュペモス(Polyphemus)はキュクロプス（一つ目の巨人）で、ポセイドンとトオサ
の子である。トロイアから帰還中のオデュッセウスが彼の目を潰したため、ポセイド
ンは怒り、オデュッセウスの帰国を妨害した。 

系譜

父はポセイドン、母はトオサ。

解説

オウィディウス「変身物語」によると、ポリュペモスはガラテアという海のニンフに求愛
する。彼は恋敵のアキスに、岩を投げつけて殺してしまう。
キュクロプス族のポリュペモスの他に、アルゴナウタイの一人にポリュペモスという人間
がいる。

オデュッセイアでのエピソード

トロイアから帰還中のオデュッセウスは、ポリュペモスに洞窟へ幽閉され、部下たちを食べ
られてしまった。オデュッセウスはポリュペモスの目を潰し、なんとか洞窟を脱出した。ポ
セイドンは我が子の目を潰されたことを怒り、オデュッセウスの帰還を妨害した。（第9歌
）
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